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これまでの取組と生徒の実態 

 
中学校 

・ コミュニカティヴな言語活動を通して、生

徒が英語を使って情報のやりとりをするこ

とへの意欲が高まりつつある。 
・ クラスルームイングリッシュをできるだけ

使った授業になってきている。生徒の英語

使用量も増えてきている。 
・ コミュニケーションの力としての基礎・基

本をさらに明確にし、定着を図る学習活動

の工夫をしていきたい。 
 

高等学校 

・ 基本的な表現や授業で習得した表現以外

に、自ら考えて様々な表現にチャレンジし

ようとする意識を今後も追究していきた

い。 
・ Oral Communication の授業では生徒が
中心に活動できる場ができてきたので、ス

ムーズな流れにしていきたい。 
・ 中学校でどのような活動がされてきたの

かを掴み、高校での授業の工夫をしたい。

＜プロジェクトを通して付けたい力、大切にしていくこと、明らかにしたいこと＞ 

         ○生徒一人一人の実態を把握し、英語学習への意欲の高揚を図る指導の充実 

○コミュニケーション能力を育成するための基礎的・基本的な内容の定着を図る指導の充実 

平成１８年度の具体的取り組み内容 

 中学校 

 
 
 
 
 

英語学習に対する意欲の高揚を図る指導 

 ・帯活動の工夫 

 ・生徒に学習内容や表現の具体的なイメージをも 

たせる導入の工夫 

 ・必然性のあるｺﾐｭﾆｶﾃｨﾌﾞな言語活動の工夫 

・クラスルームイングリッシュの見直しと多様化 

 

基礎的・基本的な内容の定着のための工夫 

 ・必要な基礎・基本の洗い出し 

 ・「読む」「書く」活動の意図的な位置付け 

 ・提示資料・学習プリントの工夫 

 ・個に応じた指導・評価の工夫 

 ・単位時間の「ねらい」「課題」「評価規準」を明確 

にした単元指導計画の改善 

・４領域の系統性のある年間指導計画の改善 

 

高等学校 

 
 
 
 

 

英語学習に対する意欲の高揚を図る指導 

 ・ペアワークや少人数指導など、個に応じ

た指導の実施 

・CD,DVD 等の視聴覚教材を効果的に利用し

た指導の実施 

 ・ALT と TT の内容充実（ﾈｲﾃｨﾌﾞの英語にで

きるだけ多く触れさせるための工夫） 

 ・予習の手助けとなるプリントなどの作成 

 

基礎的・基本的な内容の定着のための工夫 

 ・中学校英語の復習による、基礎・基本の

定着 

 ・リスニング能力の育成 
 ・個々の生徒の力を把握するためのプリン
トの作成と工夫 

 ・小テストの実施による既習事項の定着 

＜研究の重点＞ 
意欲的に取り組めるコミュニケーションを図

る活動の実践を通しての基礎・基本の定着 

＜研究の重点＞ 
英語の基礎的な知識の定着と学習意欲を

高めるための教材の工夫と指導法を研究

し、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成に生かす 


